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インターバンクの声 （2017 年 5 月 31 日） 
 

連休明け海外市場の円相場は、ニューヨーク市場朝方の 4 月米個人消費支出など

の発表前までは111円を中心に上下10銭ほどの小幅なレンジ内での取引が続いた。

ロンドン市場の午前中は、ギリシャ支援への懸念やイタリア総選挙の前倒し観測など

でリスク回避姿勢が強まっていたらしいが、東京市場の後半から続いていた小幅な

値動きを見ていた限り、いつものような円買い圧力は感じられなかった。 

米個人消費支出は前月比0.4％増、物価指数（デフレーター）も前月比で0.2％増と

なったため、円相場も一旦は 111 円 23 銭までドル買い・円売りの反応となった。 

ただ、その後、発表された5月の米消費者信頼感指数が市場予想を下回り、株価が

急に下げ始めたところに原油価格の下落も加わったとあって、結局 110円 67銭まで

ドルが売り戻されてしまった。 

昨夜の米経済指標は強弱まちまちの内容だったが、市場の 6月利上げ観測に変化

はないらしい。ただ弱い米経済指標に対するドル売りの反応が大きくなりつつあるよ

うに感じられるだけに、週末の雇用統計結果が気になる。 
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